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別記

第 1号 様式 (第11条、第13条、第14条関係) 「・す

事 業 者 排 出 量 肖」 減 計 画 書 (新 規)

ムケイ株式会社 代 表取締役 青 木信明
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注 1蔽 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外て自主参カロされる事業者の方は、レ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は計画期間の前年度を 「目標年度」とは計画期岡の最終年度をいいます。

3「 事業所等ヨF出区分Jと は、京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギ
ーの使用に伴い発生する温室効果〃スを、 「輸送車両排出区分」

とは 自動車運送守業者については使用の本拠の位置を京都rf内とする車両の排出する混室効果ガスを、鉄道事業者については保有する女物車

両又は旅客車両のリト出する退室効果ガスを、 「そのft排出区分Jと は、上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生するlR室効

果ガスをいいます。
4「 特記事項」には、平成2年度 (1990年 度)を 基4rとした排出長の対比やエネルギ

ー原単位CO″排出量、省エネ製品開発など他者の温皇

効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の援月、特定フコンなどの条例指定外の温宝効果ノスの削蕩などを記入してください。

特定事業者の

主たる業種

事 実

該当する事実
者要件

r京 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業者 (原油に換

算して1,500キロリットル以上))

財
賓譜案安硲翻 錦智徴世分撰鏑

は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック
1両150両以上)

戸雪窪雪半奎盪褐後窒経盆轡を得揮科衛ふ九歪督も
号該当事業者(その他の温室効果ガスの大規模排出

計 画 期 間 平成 18 年 4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針 エネルギー消費効率の改善に関する取組により,C02排 出量の削減を目指す。

推 進 体 制 営業本部長 ・管理本部長を中心とした検討委員会の設置と実施計画の策定、進捗管理方法を穂築する。

工

18～ 1 9 全部署 業務による移動で自動車を使用する場合、乗合にし社用草の使用を約20/c抑制する。

18～ 1 9 営業草
グ ク シ ー 車 円 υ O乃 以 上 を ,″ ネ 説 刑 1ヤ は ■ Z子 と や タトロ カ

以上の基強に瀬合した喜とする。      ____― ――

18～ 1 9 営業車
毎 日の乗務 副 の点 呼 、【翔 r」な秘 官語 4の 残 ,こお い ヽ 、宮 英 早 り ′均 ド″/タ ム トツタに 関 ,つ α "

力控 推 ■ ス

18～ 19 全部署 空嗣、照明について必要な区域 ・全間に限定して使用するよう努めている。

18～ 1 9 全部署 節電 節 ガスにより、それぞれの使用量を前年比1%減 とする。

温室効果ガス

の排出量等 排出区分

基準年度 (冥績 )

(平成 17)年 度
(二酸化炭素換算 〈t))

目棟年度 (計山)

(平成 19)年 度
〈二酸化炭素棋算 〈t))

自J滅率

(計画)
(%)

A事 業所等排出区分 833 t 833 t 00 %

B輸 送車両排出区分 25873 00463 t 28298 59434 t 94 %

cそ の他」F出区分 t t
p/c

排出合計 Ⅲ1                26,706 t 章2             29,132 t 9 1 0/3

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの肖慨 量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二酸 ヒ炭 素換算 〔t

森林の保全及び整備 (整備面積) 〈吸収長) t

府内産の木材の利用 (利用量) IIl' て肖J滅重) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

〈売電逮) kwh (削減量) t

〈熱供給と) G」 (削減逮) t

グリーン電力の購入 く購入室) kwh (削減室) t

削減畳等合計 t

差引排 出量

(排出合計―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

Ⅲ l 26 706 t lt2)―●0        29131 9  t 91 %

特 記 事 項 1 平 成18卒5月21日にグル
ープ会社のMKタ クシー株式会社よリタクシー全車 (124台)が 移籍し、絡車m台 数が898

台となつた。 (平成17年度末は?80台)
2 平 成 13年 2月 より、CPS自 動無線配草システム導入により、お客様からお電話頂いた時点で、お客様の周辺

にいる空革を自動的に検索し配車する (文字情報でお客様のお迎え等を送信)こ とで、営業車両の無駄な回送距離と

時間を大幅に短縮。配草からお迎えにかかる時間は10～ 20分 かかていたが、現在は5～ 10分 となっている。

連 絡 先 担 当 部 暑

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号


